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授業担当者がそれぞれ哲学，史学，三田学会雑

誌，法学研究など，慶大諸学部の研究発表機関を

利用できるし，また当研究科の歴史が短かく，主

要な購読者となるべき学生及び修士の数が未だ極

めて少ないことなどにもよる。けれども創設後１０

年を経過した今、ではもはや年々少数ながら増加

していく新進の学徒に研究発表の機会を与え，ま

た当研究科の学事を鍬告するための紀要発刊をこ

れ以上遷延させることを許さなくなった。そこで

いろいろな困難を克服し，塾当局の援助を得て紀

要'''1版を企図し，細喋委員を依嘱して維備を進め

てきた。緬集委員会ではまず第１号を当研究科を

中心とし，他の研究科，学部などに所属する有志

諸君の協力を得て数年来続行している諏訪市南真

志叫の農村調査についての特集号に当て，また心

理学に関する論文数職をもこれに加えて掲載する

ことに決定した。幸にして諸種の準備も順調に進

み，ここに創刊第１着を上梓することができるよ

うになったが，この際塾当局及び極めて多忙の中

で水矛のために執狼して下さった諸刈に対し，編

Ｉ,Ｍ:として厚く御礼を'|'し上げる｡

本若にはまたフランスの社会学者バランディエ

博士が1961年10月28日に慶大文学部及び日本民族

学協会共同主催のもとに三田演説館で行われた講

油典侍を載せることにした。その許可を与えられ

たバランディエ博士に深謝すると共に，この講演

会の開催及び本紀要への論文掲載に種為尽力され

た当研究科委員松本信広教授，また講演当日の通

訳と原稿の和訳とを担当して下さった文学部専任

洲l1ili松原秀一君に対し心からなる礼意を表する。

（佐原六郎記）

卵１号編集委員

枇 山 松 三 郎 佐 脈 六 郎 米 山 桂 三

十時厳周火口向達子山岸催

佐藤方哉

慶応義塾大学に新制大学院の社会学研究科が文

学，経済学，法学などの各研究科と共に新設され

たのは１９５１年４月のことである。その後２年を

経て修士課程の上に博士課程が,更に1961年４月

からは既存の社会学及び心理学の各専攻部門のほ

かに教育学専攻部門が|)'1設されて社会学研究科は

大学院として益々充実するに至った“腿大の大学

院では，社会学心理学及び教育学の３専攻部門を

文学研究科の哲学専攻部門に所属させず，社会学

研究科のうちに包容している。ただしこれを社会

学研究科と名づけず，たとえば人間関係学，社会

関係学，行動科学などの何れかの学名を冠した研

究科にした方がよいのではないかとの意兄もあ

る。けれども以上の３専攻部門を過不足なく包括

しうる適当な日本語学名を求めることは仲々困難

なので，少くとも｣ﾘ,,Ｍ１§は新設当初のγ'称をそのま

ま踏襲して社会学研光科と呼んでいる“なお慶応

大学院内の他の諸研究科とはちがって，当研究科

はある特定の’学部を母体として，その上に設置

されているのではないそれ故当研究科の委員会

は文,経,法などの諸学部に分属する教授によって

構成されて居り，学生もまたそれら諦学部の卒業

生である。このように特定の’学部と直結してい

ないこと，兼任及び兼担の教授，助教授，講師は

もちろん，研究科委員たる教授でさえも幾つかの

異った学部に所属しているというのが社会学研究

科の特徴となっている｡

さて当研究科では新I没当時以来常に伽究発表及

び学事報告の機関としての紀要発行を念噸してい

たが，いろいろな事‘ｌｌｌｉのためその実現を兄るに至

らなかった。それは各学部に所属する当研究科の
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